




- Fí~… 日本の犯~Ilに関守る ~A~疑的データ
[=I:i立における主な病認の磁文iと!勾お
慾役Jfリ受1持者の処巡(こ刻する澄史と主主u去照言語


























約 50人{こ…人が何らかの犯罪念p包こしていることになります 3 認知件数 239万件ー
のうち，自動車運転過失致死傷等特別法犯が 69万作二あまり，それ以外が窃滋など
一絞刑法犯ですc 窃盗件数は 129万件強ですから，総認知件数の約 54%が窃盗と
いうことになります。また，総認知件数のうち検挙された件数(検挙件数)は， 124 
万件あまちですc つまち，検挙率は，約 51%でしかあ与ませんc また，認知i件数が
最多であったのは平成 14(2002) 年で‘ 368 万 f~!二あまりでしたから，平成 21 (200ザ)
年までの 7年間で，約 129万{牛減ったことになります。さらに，検挙率が低かった


















受けたのでしょうかc 同じく平成 21(2009)年には，死刑判決が 1i人，懲役・禁鋼
刑は約 7万2千人でしたc 懲役・禁銅刑のうち執行錯予がついた人が約 4万3千人
ですから，懲役・禁鏑の実刑になったのは 3万人弱です6)0 ちなみに，池方裁判所
における平成 21(2009)年の終局人員約 6万5千人のうち，然界判決ミナ得たのは i5
人引率にすると約 0.1%に過ぎませんご
こうして， 3万人弱が刑事施設に入ることになったのですが， この人数は，犯罪









































JJ!行の EI 本 iιIJ&(Ì去におし、ては。1;f~ 36 条で f公務員による拷 Il~J及び残虐な刑罰











































[fi宇U?l1 i ['UjおIJ大学法令部・法科大学院 *Jn誇大学校it.;f3!火学学術交流会
いTしよう。では，現行窓法は， どのようにして i監獄法jを受け継いだのでしょ




ilifti裁昭和 58(1983)王子:6 1=J 22日火法廷 fよどまハイジャック記事抹治事件判















さて‘ EI本では， 2006 iド5月24EIから新たに宅現 rJfl事Jlx容施設及び被収谷者
等の処;I:!:l.(ニ閲する法律(以ドi(l;こfnリタ収作Jili;l立法)J Iわが路行されることになち
ましたが，これは先に1¥てきました同f;鋭、法jに代わるものとして，総定されたも
のですc 同法の1強行に伴い， rl)}iHi'Jr去jは200i年6月 i日に廃止され， この新たな



















8名が 2002ir: 11 月 ~2003 iド2月の間{こ起訴されました。
(3) 裁判所の判鋲








当なJ[宗務ではなく違法 jとし，懲役 2年執行猶予 3ドの有罪判決を言い渡しまし
たむ元副肴守交日は控訴せずにこれそ受け入れ，判決{討議定しました。
イ 2005年 1月4EI名古屋地裁li入2008f手10段21El名古屋高裁， 2011王手 6
月28EI最高裁
然界全 ~ti援していた部看守;長 C と
で，矯JE行政lこ対する信頼を損なったj として， それぞれ懲役3
懲役 l年 2月執行鎖予 3年合言い渡しましたが，両者とも按訴しました。 2008年
10月初日の技訴審判決は， 1議の有罪を綬持するとともにJf日記を丞きに変更し
2li 
:資H:2j'i i 11' 行1大学法令eij・法科火学i災 総fゴ大学校法科大小学術交流会
それぞれ懲役 3年執行綴予5年および懲役 i年6fJ執行猶予3年としましたc これ
にみjして雨被i白人は，何年 10月22日に l二台しましたが， 2011 {ド6fl 28 1= 
で1::つだJ;l，高裁判決カ1限定しましたc
ウ 200i fド3月30日名台屋地裁 (:I'ljWlj集ヰとな絞)18) 
受IflJ去の死傷i京国営 f刑務官が事手錠のベノレトミ了きつく絡めたためj とし，桜子
錠ぴ)施Ij(ま f苦痛をケ与えて従わせ規:slt{f維持する [1的だったjと認定し， lU宥守;民
主に懲役 34ミ執行錯予5年，看守 F(こ懲役2iJ'まJ¥i汀itq予3i.ド，看守 G(こ懲役lSl三
執行総予 3fl三，看守長 H(こ懲役 2年執行綿子 351-'を言い渡し，看守八{こ対しては
主l~!i手伝言い渡し確定しましたが， {I也の4人は撚訴しましたc その後， 2010年2月


















































rmっすなわち， i ~ 1~1 身を傷つけるおそれがあるとき。 二次のイからハまでの
いずれかに該当する場合において，刑事胞設の焼事普及び秩序を維持するために特に



















(例法 126条)が， 1カ月あたりに認められる手紙の通数についても， 130条2項




;ょっにおいては，処遇に関しては通達にょう， r ~卒;進処遇j という方式が係られて
お札受刑者喜子入所持に 4紋(こ伎i夜Nけ，そこから…定の期間，開題なく過ごす
と，一つずつ級念上げていくように分綴していましたo -1級の者{こは月に 1通の手


























































が‘1'8 :J 1 :{í-および犯 ~TI に対して‘その能力を誇示して満足しているだけのようで，
i釦こ総本的解決方法の模索をfll!註することになってしまうのではないでしょうかC







(本的は， 20例年 101] 30 LI (こ隣市大学校におL、てね:われた続出臼ILi守主的交流会
における被告銀総{こ，資料のアップデートなど‘ "ai;修正念加えたものですう 11終




(2010 i手)1 頁 (http://www.moi.go.ip/contcnt/00005i052.pdO，(以ド J討議号はこ
のウェブ LのpdfJ況による)
2) ¥IiW:‘ HL検挙之容は，犯mlのflH設によっても jくさく Lo1なる c たとえば，窃i?'の
検挙本{まi尽く， 27.9% (平成 21(200幻']つであるのに対し，殺人のそれはヲ広三%で
ある。ぷも後寺会本が低いのは，器物I淡で 7.1可():;
3) Jijil:， l1"fL 
~) ilJit， 121fL 
5) ]Iuit， 1 YL 
6) 閥的c
7) 問浩司c
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j滋 (2008 "手)3頁， 129lT (平成 14(2002J 51: (こ泌総釈放された人が琴平成 19
[2007; 51:までの 5年間1こ雨入汚fしたよf;[58.9%L 何年の佼釈放者の再入ヰ;{lふ
36.1%L 
9) I汚"]:， jlE)fせは 7人{こ対して執行されたc
10) 潟mネ_.受耳IJ詰まの法的地位………受)fIJ殺の人総JSiUl日本一.i斜度til'ー 綴!JflJ務所
改革 総務所システム湾総築への指針(日本評論争1:，2007 iF) 3~ 1'[以下。
11) iお浮き科会ぷ法改j三!況は (i守林計段， 1995 "n 430 ネ予支部ftj~~~: 三法学 II iぷ
itミ総論(手3斐I5'J，1994 iF) 246-2501'L 266-279変。
12) I寸前)
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14) {fi'li弘前fHi主11，.131 良、芦品n;，!IU U:liJ: 11， 275-276!L おも号事i之ほかれき~i.去半Ij
{発rII三1[立~ 5 J却(イすさをi乳 2007 "F) 38-391乏などc
15) r刑事総，1支及び受刑者の処滋守f;!こ関する法律J(平成 17iF 5 J25 H法律主fS50 -~}) 
-'f~fiX: li ir' 5 FJ25 El土と1ti・51LJ或18"l~ 5 月 2~ 11fj!返ffっ そのQfZ‘ 5FIぷ18"t: 6 IJ8 lclit 
w江158 ~7子による改正で，現 Df何十11](公施設1えび後i民持者等の込速に関する法干!tJ 平
成 18il二6J 8日公布・王子力rX;19今6J 1 EI施行こ
16) 平成 l~ "j三(わ)詰fJ2921 .~j' ， 平成 15 !tド(わ)2i' 5約一け 将官IJ公務只暴行段段致i払符
yjl公務只暴行隆史致死tilI)J被告ヨH'!:，
17) 平成 15年(J.，)らi422忠平成 15iド(わ)第訪日号1"!})JIJ公務[1暴行俊彪致死被
1':， li昔話ll}J被告?なH'j二戸
18) 向上綬尖 r1'，1，1長Jfl務所ぺMj:その後 取手錠事件{こ閉する名古屋地判 200751"3 





20) fjf2m't:I;!} (平成凶作絞り m:mj~j ，li- (ギィ炎 lヲ年絞り 5犯罪 j~1 iU: (平成 20{I: 
n反はおよび f6f2mlj'，rflF(平成 21{j:絞りによると， 2005 il:の成人刑務所l火災人1.'，)
かよび収容ネ (U正決) ，ふそれぞれら8，31ヲ人および 116.0%，1006年:主的ぷ)]人お
よび 115.0(~υ ， 200i 51:は 70，625人および 104.4%， 2008 {j: は 6ï ，6ï2 人および 97.6(~()
で，初めて 100%'5: 1、主!ったコ
21) I特集 行JfIJの現状とif!滋 JfIJfjI収容施設法施行f&O)f会長引法律終報80~9 号
(2008 ，ド8月)の諸論説参!役
21) 1司法 67条. 68条， 69 条~ï2 条， 73条~討会ミ
23) lilJ法 84 条~108 条c
W 111Ji去 40 条~43 条， 56 条~66 条c
25) I'J哲H2fド12Fl 21日付総IEぬ長通途 f保護房{こは， 7 EJij: J!:Iiえて拘禁しではな
らない。JI f討し，必立さがあるときは3日ごとにそのWJI!¥]'5:更新することができるJ
26) 刑事施設及び被1[Z得者の処遇(こ関する主党別(可え成 18iF 5月 23EI法務省令第 57
号)
27)玄JEf:!， JIJ 11:¥ I' 13‘78-7りl'L
28) 前Hl注 20，ニボしたように，収寝不は減少したが，尖際の収詩人民は， 2005 '.fか
ら2007年までに 2，306人冷却1しているここれは，新たな総務所の主主設により， /1)(終
定flOBt iた)肉体が，たとえば 2006"1: 12 Fl 31日から 2007{ド 12í~ 31 1こIまでの l
{f'll¥jで， 62，077人力、ら 67、9りb人にWliJl1(5，919人T，'わしているためで、ある。
2り) 1，判f[に..t:5'げる 111H巳!みiJl:促進フロジェクト」ゐ、よび fPBf2立さ問研究・ 5芝生lYJ待度
スケー ノレfhX:Jなどについては， }j: 1: 現行!日「犯 ~llíÌÍj絞受刑殺の処遇の攻状と言葉題
ず"，1j):I(IfIJ務所にかける!lr¥立IVJI:，こ向けたi伝説iについて(特集 累犯者の処遇とうと泌
6[2:jil J jf2;Jlと非行 15i¥'} (2008 '1 8 IJ) 52-68 H参照。
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fJiU lJ反容施設・被収主主者等処遇法の成:なと議題J1総事法ジャーナlレ5サ (2006王手 10
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